
平成２９年度

　　　由布市第二次総合計画

重点戦略プラン　実績概要（完成版）

総合政策課



第二次総合計画（基本構想）と重点戦略プランの関連性

基本構想 プラン名 取組名

自主防災組織活性化推進事業

地域防災リーダー（防災士）育成事業

訓練実施推進事業

防災教育推進事業

コミュニティバス利便性向上・合理化事業

新たな交通モードによる持続可能な公共交通創出事業

まちづくりと公共交通の一体化事業

地域コミュニティ形成促進事業

地域ビジョンの作成・実現事業

いろんな団体とやってみよう！交流・連携事業

健康マイレージ対象拡大事業、応募者数増加

地域で活躍支援事業

家族ふれあい推進事業

子どもの居場所づくり事業

市民総子育て事業

地域と協働した学校づくり推進事業

郷土学習の推進事業

地域・家庭の教育力向上事業

由布市産食材ＰＲ事業

学校給食地産地消拡大事業

食農教育推進事業

移住就労者受入
促進事業

「農ある暮らし」仕事づくり事業

由布市継業支援事業

観光受入環境基盤整備の取組

観光情報発信の組織体制確立及び一元化の取組

観光人材育成の取組

調査研究事業

環境学習事業

モデル事業

定住及び移住推進事業

空き家利用による移住・定住化事業

移住者受け入れ整備事業

地域の魅力の再発見・共有

戦略的プロモーションの基盤整備

戦略的プロモーションの試行

ツーリズムの企画、実施、広報、評価

ツーリズムに関する調査

市民の地域表現力の向上

プラン3
　“市民が主体！！”コミュ
ニティ活性化プロジェクト

みんなで進める！
持続可能なまちづくり

プラン1
地域防災力強化プロジェク
ト

プラン2
みんなで守り育てる公共交
通活性化プロジェクト

プラン8
次世代につなげよう、持続
可能な仕事づくり
プロジェクト

プラン9　滞在型・循環型保
養温泉地実現プロジェクト

経済の循環から
地域が潤うまちづくり

プラン7
食からはじめる健康づくり。
食と農の再発見プロジェク
ト

一人ひとりの力を
活かせるまちづくり

プラン4
地域へ飛び出せ！健康マ
イレージプロジェクト

人や文化を育む
まちづくり

プラン5
子どもたちを包み込む支え
あい・助けあいプロジェクト

プラン6
『由布の学び』創造プロジェ
クト

プラン12
地域プロモーション推進プ
ロジェクト

プラン13
ゆふツーリズム推進プロ
ジェクト

豊かな環境の中で
快適な暮らしが

実感できるまちづくり

プラン10
民官学の協働による豊か
な水環境創出プロジェクト

地域を知り、
表現するまちづくり

プラン11
由布ならではの移住・定住
プロジェクト



1.重点事業

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

（各地域振興課）

2.その他の事業 イメージ

課
事業名
決算額

３.成果指標
直近値
（Ｈ26）

目標値 実績値 担当課 関係課

119組織
150組織

（Ｈ30）
H28：64組織
H29：64組織

69地区
150地区

（Ｈ30）
H28：82地区
H29：85地区

50回
150回
（Ｈ32）

H28：50回
H29：50回

2回
4回

（Ｈ32）
H28：5回
H29：5回

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　防災安全　）
地域防災推進事業（重点・総合）

【主な取組】
防犯パトロールを年間24回実施、少年補
導員の活動（年間：210日）や自治区防犯
灯設置補助金の交付等を実施
挾間：27件　庄内：1件　湯布院：6件

（　防災安全　）
防犯体制確立事業（総合）

7,135千円（市費：7,135千円）

・自主防災組織の設立の啓発・防災士の資格取得促進に係る啓発
・各地域消防団の連絡調整及び地域消防団活動の支援/資機材整備等の集約等
・各自治区からの防災訓練要望に関し、実施に向けた地元関係者・地元消防団・関係機関との
調整

（　消防本部　　）
非常備消防活動推進事業（総合）

79,047千円（市費：67,416千円）
【主な取組】
消防団活動（火災等の災害出動や、定期
訓練等）を実施。
H29年度中に消防施設（ポンプ・防火水槽
等整備を17件実施

6,568千円（市費：6,568千円）
【主な取組】
自主防災組織の設立・育成を推進、併せ
て防災士配置自治区を増やすよう、講習
会等を開催。　自主防災組織資機材整備
補助金については2自治区

総合計画　重点戦略プラン　6～7頁

対象事業名指標名

自主防災組織数

防災士配置自治区数

防災訓練・研修回数

地域防災推進事業 防災安全課
地域振興課
消防本部

防災教育回数

連携 

連

絡

調

整 

連

絡

調

整 



1.重点事業

課
事業名
決算額

2-1.その他の事業
課

事業名
決算額

2-2.連携施策（H29年度取組内容）

３.成果指標

直近値
（Ｈ26）

目標値
実績値
（Ｈ28）

担当課 関係課

25路線
0路線
（Ｈ32）

Ｈ28：25路線
Ｈ29：25路線

0路線
2路線
（Ｈ32）

Ｈ28：0路線
Ｈ29：0路線

0地区
3地区
（Ｈ32）

Ｈ28：0地区
Ｈ29：0地区

-
32路線
（Ｈ32）

H28：1路線
H29：1路線

-
45,000人

（年間利用）
H28：44,431人
Ｈ29：38,506人

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

地域公共交通会議
（国・県・交通事業者　　）

市民交通対策検討委員
（　自治委員・関係団体・公募委

員　）

毎週水曜日、健康温泉館水中運動に参
加した市民へ、帰りのシャトルバス無料券
を交付

指標名 対象事業名

4,178千円（市費：3,977千円）
【主な取組】※Ｈ30年度から
高齢者の運転免許証自主返納促進のため、
タクシーチケット　10,000円分の交付を開始。
70歳以上の新規返納者

（　　　防災安全　）
交通安全対策推進事業

総合計画　重点戦略プラン　10～11頁

（　　総合政策　　　）
地域公共交通事業（重点・総合）

52,442千円（市費：35,441千円）
【主な取組】
コミュニティバス運行を委託（32路線））・地
域公共交通網形成計画を策定・各種公共
交通関連の法定・任意会議の運営を実
施。

地域公共交通事業 総合政策課
防災安全課
教育総務課
地域振興課

収支率20％未満の路線
数

収支率20％以上の路線
について、収支率5％アッ

プ

無償運送もしくは自家用
有償運送等導入検討地

収支率20％以上の路線
数

年間利用者数

事業の申請・承認 

事業への意見反映 



1.重点事業
課 課

事業名 事業名
決算額 決算額

（各地域振興課）

2.その他の事業
課 課

事業名 事業名
決算額 決算額

３.成果指標
直近値
（Ｈ26）

目標値 実績値 担当課 関係課

-
5地区

（Ｈ31末）
Ｈ28：1地区
Ｈ29：0地区

37.3%
50％

（Ｈ31末）
-

-
5件

（H31）
Ｈ29：0件

-
5地区
（Ｈ31）

Ｈ29：1地区

-
3地区

（毎年）
Ｈ28：3地区
Ｈ29：1地区

総合政策課 地域振興課

（　総合政策　）
小規模集落等支援対策事業
2,286千円（市費：　482千円）

（　各地域振興　　）
地域活力創造事業

11,413千円（市費：11,413千円）

3,001千円（市費：3,001千円） 58,729千円（市費：8,318千円）

・由布コミュニティ事業：計画策定の際に現地代表者（自治区長）等との調整、会議支援/事業実
施支援
・地域コミュニティ事業：協議会設立にむけた会議支援/事業実施支援
・小規模集落対策事業：事業実施時の助言、支援

【主な取組】
地域振興計画を策定（向原自治区）
ワークショップを4回開催し「こげえいいん
かえ、向原（こうげん）は」という、地域ビ
ジョン（振興計画）を策定、交通安全パト
ロールを地域活動として実施

【主な取組】
※地方創生関係交付金評価調書参照
旧大津留小学校改修費用：50,693千円
まちづくり協議会活動交付金：2,500千円

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　総合政策　） （　総合政策　）
由布コミュニティ（地域の底力再生）事
業（重点・総合）

地域コミュニティ形成促進事業
（重点・総合）

総合計画　重点戦略プラン　14～15頁

地域行事参加者

連携による事業実施数

地域ビジョンの作成と実行

地域振興計画の策定

【主な取組】
各地域内の団体が、自主的に活動を行う
ための支援制度
挾間　3,859千円　庄内　3,882千円　湯布
院　3,672千円

【主な取組】
庄内)大津留地域の地域コミュニティ組織の事
業として、農産物の販売や健康サロン等を実
施するために必要な備品整備を行った。本事
業により、地域コミュニティ組織の活動の幅が
広がり地域活性化に繋がる環境整備が整った

指標名 対象事業名

地域協議会設立

総合政策課 地域振興課

由布コミュニティ（地域の
底力再生）事業

由布コミュニティ（地域の
底力再生）事業
小規模集落等支援対策
事業
地域活力創造事業

地域コミュニティ形成促
進事業

連

携 

連

携 

連

携 



1.重点事業

課
事業名
決算額

課
事業名
決算額

ポイント要件

2.関連事業

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

27事業
（H27）

50事業
（H32）

Ｈ28：36事業
Ｈ29：35事業

316名
（H26）

1,500名
（H32）

Ｈ28：629名
Ｈ29：813名

延474名
（H26）

700名
（H32）

Ｈ28：497名
Ｈ29：506名

健康マイレージ応募者　８１３名中
国保資格者　289名に対して、商工会商品
券を交付。
その他、健康教室等を実施

保健指導事業

健康マイレージ
10,000ポイント到達応募者数：813名（524
名）
マイレージ対象事業：35事業
・対象事業申請課数　５課

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

健康増進課

健康マイレージ対象(実績）事業

事業名 担当課
健康診査・がん検診事業

事業名 担当課

（　健康増進　）
健康立市推進事業（重点・総合）

由布市商工会
（目標到達者への商品券発行）

①健康づくり3ヶ月チャレンジ
②健康診査・がん検診
③対象事業への参加
④喫煙の有無
⑤合計10,000ポイント以上

総合計画　重点戦略プラン　18～19頁

2,517千円（市費：2,517千円）

介護予防事業

健康増進課

健康マイレージ対象事業数

8,420千円(国保会計で実施）

（　　保　険　　）

スポーツ振興課

健康増進課
※各種健康サロン（例）
歯周疾患検診・いきいき元気塾・すこやか健康
サロン・お茶の間サロン

注）成果指標となる事業数は、上記（予定）事
業の実施回数等に応じて確認

公民館教室 社会教育課
社会教育課

スポーツ振興課
おもと大学

福祉課

健康増進課
シニアエクササイズ各教室 健康増進課
組織活動推進

各スポーツクラブ
スポーツ交流会健康増進課
徘徊模擬訓練健康増進課

各担当課
※健康マイ
レージ対象
（予定）事業

健康マイレージ応募者数

健康づくりリーダー派遣
者数

健康立市推進事業

各種健康サロン※
健康に関する市民講演会

指標名 対象事業名



①-1地域子育て支援

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

①-2　連携施策

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

- 年3回
Ｈ28：1回
Ｈ29：1回

総務課

20施設
（H27）

23施設
（H32時点）

Ｈ28：21施設
Ｈ29：21施設

建設課
健康増進課

-
50人

（H32時点）
Ｈ28：70人
Ｈ29：82人

【主な取組】地域子育てサポート事業
両親共働きや社会環境の変化により、子育て
に多くの時間を割く事のできない保護者を支え
るため、子育てサポーターを養成。
H29年度　12人を新規認定　計８２人
１１月１８日に「家族の日講演会」を開催

子育て活動が活発化することにより、地域
コミュニティの充実につなげた。

【主な取組】
3歳未満の子どものいる家庭に子育て支
援サービスを利用することができる「子育
てほっとクーポン」を無料で交付
H29年度交付数：　255件

（　 健康増進    　）
母子保健推進事業

33,530千円（市費：29,560千円）
【主な取組】
乳幼児検診：５ヵ月/10ヵ月/１歳６ヶ月/３歳

を実施（各回　約90%の参加率）
親子教室（基礎編　2～3歳）：年12回
親子教室（実践編　就学前）：年　7回

指標名 対象事業名

家族の日を推進

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　子育て支援　） （　子育て支援　）
地域子育て支援づくり事業（重点・総合） 市民総子育てサポート事業（重点・総合）

総合計画　重点戦略プラン　22～23頁

子どもたちが、地域で学び健全育成へと
つなげるため、各種活動を実施した。

（　子育て支援　）
子育てほっとクーポン事業（重点・総合）

3,989千円（市費：696千円）

27,176千円（市費：9,452千円） 3,712千円（市費：3,712千円）
【主な取組】
①利用者支援事業、②地域子育て支援拠
点事業　③母親クラブ事業　④子育て援
助活動事業を実施
各事業の詳細は別紙参照

子育て支援
課

子どもの居場所づくり

子育てサポーターの養成

市民総子育てサポート事
業

地域子育て支援づくり事業

児童健全育成事業

市民総子育てサポート事業
地域子育て支援づくり事業

利

便

性

向

上 

支援者拡大 

政

策 

連

携 



②子どもの居場所づくり

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

- 年3回
Ｈ28：1回
Ｈ29：1回

総務課

20施設
（H27）

23施設
（H32時点）

Ｈ28：21施設
Ｈ29：21施設

建設課
健康増進課

-
50人

（H32時点）
Ｈ28：70人
Ｈ29：82人

【主な取組】
対象者293人中　受診者　285人　97.3%
施設巡回：市内15幼稚園・保育所
地元医診察：市内３会場　１１回
専門医診察：市内３会場　１０回

（　 建設    　）
都市公園等管理事業
10,837千円（市費：10,834千円）

【主な取組】
遊具点検等：市が管理する公園45箇所
中、遊具125器を実施し、不良遊具を修繕
その他、公園内設備（フェンス等）の修繕と
共に、浄化槽等の管理を実施した。

（　 健康増進    　）
予防接種推進事業

93,005千円（市費：93,005千円）
【主な取組】
高齢者肺炎球菌　　　：1,148人接種　47.1%
高齢者インフルエンザ：6,282人　　　　55.2%
おたふく　　　　　　　　　：242人　　　　90.6％
ほか、ロタウィルス・ＢＣＧ・日本脳炎・風疹等

【主な取組】
病院・保育所等の専用スペースで病児・病
後児・体調不良児の一時的な保育を実施

1,332千円（市費：1,332千円）

子育て支援
課

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　子育て支援　）

（　子育て支援　）

（　 健康増進    　）

（　子育て支援　）
保育所活動推進事業（重点・総合） 児童健全育成事業（重点・総合）

病児・病後児保育事業（重点・総合）

112,293千円（市費：53,967千円）

32,173千円（市費：10,740千円）

【主な取組】
放課後児童クラブ（14団体）及び児童館事業
（宮田保育園・ひばり保育園）への運営を委
託。H29年度に「共生型施設　石城コミュニティ
スペース庵」への施設整備補助を実施

1,052,285千円（市費：348,175千円）
【主な取組】
保護者の就労や疾病等により、子どもを
保育する事が出来ない家庭が、就学前児
童を預ける事業

総合計画　重点戦略プラン　22～23頁

5歳児健康診査事業

子育てサポーターの養成
市民総子育てサポート事業
地域子育て支援づくり事業

指標名 対象事業名

家族の日を推進
市民総子育てサポート事

業

子どもの居場所づくり
地域子育て支援づくり事業

児童健全育成事業

連携 公

園

の

管

理 



１．学校づくり関連事業

課 課

事業名 事業名
決算額 決算額

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

4校
（H27）

14校
（H31）

Ｈ28： 8校
Ｈ29：11校

学校教育課

-
30

（H32)

H28：0人
H29：0人

※H30年度
から実施

81.4%
（H26）

90％
（H32）

-

- 20冊 H29:17冊

- 160,000冊
H28：160,267
H29：156,545

85人
（H26）

135人
（H32）

Ｈ28：124人
Ｈ29：　99人

564人
（H26）

600人
（H32）

Ｈ28：658人
Ｈ29：662人

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　学校教育　） （　学校教育　）
地域と協働する学校づくり推進事業
（重点・総合）

学校子ども支援センター事業（重点）

総合計画　重点戦略プラン　26～27頁

社会教育課
（学校教育

課）

【主な取組】
地域の方を招いて話を伺ったり、一緒に活動を
行うことにより、働く人の苦労や工夫・よろこび
等を感じてもらい、発表をしてもらいました。

（　学校教育　）
中学校教育指導事業（重点・総合）

348千円（市費：348千円）
【主な取組】
職場訪問・職場体験を通じ、地域に生きる一人とし
て、地域の人々とコミュニケーションを行ったり、学
校では育成できない社会人としての資質向上を図っ
た。

（　学校教育　）

地域人材派遣数

読み聞かせを実施してい
る家庭の割合

家庭教育支援講座　受講
数

「子ども由布の学び検定」
の実施

小学校教育指導事業（重点）

728千円（市費：　728千円）

指標名

地域協育推進事業

（　学校教育　）
連携型中高一貫教育推進事業（重点）

16,809千円（市費：16,809千円）
【主な取組】
由布市内から由布高校への入学者増加を
目指し、広く、市民への情報発信を行っ
た。

531千円（市費：　355千円） 8,294千円（市費：8,294千円）
【主な取組】
コミュニティスクールの導入により、学習サ
ポーターや登下校の見守り等、学校と地
域の活性化を図った。

【主な取組】
学校で問題行動を起こす児童・生徒の背景を
探り、学校では抱えきれない本人や家庭への
サポートや専門機関との連携を図った。

（　学校教育　）

地域協育推進事業
（小・中学校教育指導事

業）

特別支援事業（重点）

291千円（市費：　291千円）
【主な取組】
特別に支援が必要な園児・児童・生徒に
対し、発達検査を行い、支援ファイルの提
供を行った。

対象事業名

コミュニティスクール設置
校数

地域と協働する学校づく
り推進事業

文化財活用促進事業
（小・中学校教育指導事

業）

読書活動推進事業
生徒（中学３年生）１人当た
りの学校図書　貸出冊数

公立図書館貸出冊数



２．家庭・地域づくり/郷土学習関連事業

課

事業名
決算額

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

4校
（H27）

14校
（H31）

Ｈ28： 8校
Ｈ29：11校

学校教育課

-
30

（H32)

H28：0人
H29：0人

※H30年度
から実施

81.4%
（H26）

90％
（H32）

-

- 20冊 H29:17冊

- 160,000冊
H28：160,267
H29：156,545

85人
（H26）

135人
（H32）

Ｈ28：124人
Ｈ29：　99人

564人
（H26）

600人
（H32）

Ｈ28：658人
Ｈ29：662人

【主な取組】
・各種団体、ボランティアグループ等の図
書館内での読み聞かせ活動の実施
・児童文化研究会と連携し、児童文化祭を
実施した。

【主な取組】
由布市歴史文化基本構想の策定と「こど
も由布の学び検定」を実施し、由布市の自
然・歴史・地域文化を学び故郷を誇りに思
う心情の育成を図った。

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　社会教育　）
読書活動推進事業（重点・総合）

総合計画　重点戦略プラン　26～27頁

292千円（市費：　292千円）

9,032千円（市費：4,994千円）

4,597千円（市費：4,597千円）

【主な取組】
学校・家庭・地域社会が協働して、子ども
たちを見守り育てていくためのネットワーク
強化を推進した。
（校区ネットワークの連携における支援活
動）

（　社会教育　）

（　社会教育　）

地域協育推進事業（重点・総合）

文化財活用促進事業（重点・総合）

指標名 対象事業名

生徒（中学３年生）１人当た
りの学校図書　貸出冊数

地域と協働する学校づく
り推進事業

「子ども由布の学び検定」
の実施

文化財活用促進事業
（小・中学校教育指導事

業）

読み聞かせを実施してい
る家庭の割合

コミュニティスクール設置
校数

社会教育課
（学校教育

課）

読書活動推進事業

家庭教育支援講座　受講
数

地域協育推進事業

地域人材派遣数
地域協育推進事業

（小・中学校教育指導事
業）

公立図書館貸出冊数



1.重点事業

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

課
事業名
決算額

２.連携施策

３.成果指標

直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

-
延1,000人

（H32）
-

20.7%
（H26）

30％
（H32）

Ｈ28：20%
Ｈ29：20%

-
50％

（H32）
-

21%
（H26）

30％
（H32）

Ｈ28：20%
Ｈ29：20%

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　　農政　　）

（　　農政　　）

地産地消推進事業（重点・総合）

3,388千円（市費：1,103千円）
【主な取組】
学校給食で多く使用される農産物（人参・
じゃがいも等4品目）を、農業者や農業者
組織等に対して支援を実施した。

（　学校教育　）
学校給食費

125,267千円（市費：79,508千円）

総合計画　重点戦略プラン　30～31頁

地産地消活動を通じて、生産者・消費者
共に健康な食事への意識を醸成

【主な取組】
給食センター運営費
（給食数１日平均　3,150食×200日＝63万
食
　　　　　　　　　　　（地産地消率）　20.25%

特産品ブランド化推進事業（重点・総合）

2,945千円（市費：2,945千円）
【主な取組】
特産品ＰＲ連絡会へ運営負担金を支出
し、生産者・商工会等とともに、農業と商工
業、観光業をつなぐ活動を実施した。

学校教育課
等

市内産食材への愛着度

市内農産物使用率（金額
ベース）

地産地消推進事業

児童・生徒に地元産農産物の美味しさや、
生産者～加工・観光へと繋がる仕組みを、
給食を通じて学び、継承者となるよう取り
組みを進めている。

指標名 対象事業名

行事参加者数

市内農産物使用率

農政課

地元農産品使用促

施

策

連

携 



1.重点事業

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

２.連携施策

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

- 年5回 -
農政課

商工観光課
総合政策課
地域振興課

年3件 年30件
就農
　　Ｈ28：30件
　　Ｈ29：35件

農政課
商工観光課

年5人 年25人
創業補助金支給

　　Ｈ29：3件
商工観光課

3軒
（H27）

20軒
（H32時点）

Ｈ29：6軒 農政課

- 年10人
Ｈ28：11人
Ｈ29：　7人

- 年3人
Ｈ28：3人
Ｈ29：2人

23,432千円（市費：6,868千円） 19,610千円（市費：19,606千円）
【主な取組】
新規就農者支援事業補助金をはじめ、農
業大学等就学補助により、新規就農を臨
む方への支援制度を設けている。また営
農指導員を配置し、個別相談にも対応し
ている。

【主な取組】
商工会への補助や、商店街賑わい創出支
援事業の実施に加え、創業支援補助制度
をＨ29年度から開始した。
Ｈ30.3.27日「由布市雇用労働セミナー」を
開催

移住者で、創業を希望する方への支援制
度として説明。移住者で「カフェ等」の創業
を希望する声が多い

創業支援事業補助金（概要）
【対象者】
個人事業主として、由布市内に事
業所を置き、住所を有する者
【補助額・対象経費】
100万円（賃借料・整備費・登記費・
販売促進）
【審査】
書類審査・プレゼン審査

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　　農政　　　） （　商工観光　　）
就農支援事業（重点・総合） 商工振興活性化事業（総合）

総合計画　重点戦略プラン　34～35頁

就農支援事業

新規就農者数

就農研修生

由布市内新規就労者数 商工振興活性化事業

研修先となる先進農家数 就農支援事業

農政課

（指定なし）

就労・就農相談件数

指標名 対象事業名

新規就農者支援事業補助金（概要）

【対象者】
由布市内で新たに就農する者又は
就農するため研修を受ける者
【補助額・対象経費】
2万5千円～150万円（家賃・就学費
用・就農準備・就農後経営安定化）
【審査】
書類審査・面談・現地確認

就農支援事業
商工振興活性化事業

異業種交流会の開催数

施

策

連

携 

施

策

連

携 



1.重点事業
課 課

事業名 事業名
決算額 決算額

２.連携施策

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

1.10日
（H26）

1.13日以上
（H32）

Ｈ28：0.96日
Ｈ29：1.02日

75.0万人
（H26）

77.1万人
（H32）

Ｈ28：68.6万人
Ｈ29：80.6万人

390万人
（Ｈ26）

400万人
（Ｈ31）

Ｈ28：363万人
Ｈ29：386万人

- 14,200百万円
Ｈ28：12,922百万円
Ｈ29：13,308百万円

330,236千円（市費：55,316千円）
【主な取組】
由布市ツーリストインフォメーションセン
ター（ＴＩＣ）の建設、由布院駅前の交通体
系の整備を実施、外国人旅行者を含む旅
行者に対し、情報とサービスを提供できる
ように図った。

40,630千円（市費：40,630千円）
【主な取組】
各地域の観光協会やまちづくり観光局と
連携し、観光業の震災復興事業（別枠予
算）等に取り組んだ。

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　　商工観光　　）
観光振興事業（重点・総合）

（　　商工観光　　）
観光基盤整備事業（重点・総合）

総合計画　重点戦略プラン　38～39頁

各観光協会
6団体

まちづくり観光局

市及び観光協会それぞれが課題となっていた活動を担
い、総合的に由布市の魅力を発信・都市部へのマーケ
ティング活動等を行う。
Ｈ３０年度から、ＴＩＣ完成にともない施設の管理を行いつ
つ、有効活用を図る。

由布市観光協会・由布院温泉観光協会・湯平
温泉観光協会・塚原高原観光協会・庄内町観
光協会・はさま由布川峡谷観光協会のそれぞ
れにより、各地域の魅力発信に努める。

各地域振
興課が業
務協力

観光交流者
（年間観光客数）

観光消費額

観光振興事業

観光振興を通じて、地域の魅力発信に努
めた。

新たな観光スタイル（農泊等）への推進
や、まちづくり観光局で観光分析により、
効果的な商品開発を図っている。

対象事業名

商工観光課 地域振興課

指標名

平均滞在日数

年間宿泊客数



1.重点事業
課 課

事業名 事業名
決算額 決算額

課
事業名
決算額

２.その他の事業

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

1件
（H26）

5件
（H32)

Ｈ28：1件
Ｈ29：2件

10回
（H26）

30回
（H32）

H29：9回 水道課等

-
3事業
（H32）

Ｈ28：1事業
Ｈ29：1事業

延20人
（H26)

延100人
（H32）

Ｈ28：400人
Ｈ29：374人

環境活動推進事業（重点）
558千円（市費：408千円）

総合計画　重点戦略プラン　42～43頁

（　水道　　）
上水道・簡易水道管理事業

（　建設　）
河川総務費

300千円（市費：　0千円） 497千円（市費：497千円）
【主な取組】
調査研究：豊水会による、ティラピア対策
研究
モデル事業：豊水会による、オオセキショ
ウモの駆除活動　参加者　180人
上記に取り組みに対する補助金交付

【主な取組】
市内の自然環境（河川）・生態状況等把握
するため水質検査を年2回実施
（調査地点　12地点　挾間　3・庄内3・湯布
院6地点）

（　環境　　）

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　環境　　） （　環境　　）
豊かな水環境創出事業（重点） 河川水質再生・保全事業（重点）

指標名 対象事業名

調査研究件数

環境学習会等開催数

【主な取組】
ボランティア袋の配布：清掃活動　6団体
学習会（湯布院地域）：1団体（豊水会）
地球温暖化対策会議：1回
イベント：レジ袋削減街頭啓発活動　1回
緑のカーテンコンテスト等　　計210名参加

78,881千円※一般会計措置分
【主な取組】
上水道・簡易水道事業を運営するため、
各種施設整備や水源・水質調査等

2,993千円（市費：1,873千円）
【主な取組】
河川（大分川）周辺の環境整備（除草作
業）を関係する自治区へ委託。また若杉ダ
ム（湯布院）の管理を実施。防災（治水）対
策と兼て、水環境の保全対策を図った。

環境課

モデル事業数

上記3つの取り組みへ担
い手として参加した市民
の数

豊かな水環境創出事業
河川水質再生・保全事業



1.重点事業
課 課

事業名 事業名
決算額 決算額

（各地域振興課）

２.連携施策（H29年度取組内容）

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

△115人
（H26)

△50人
（H32）

H28：△77人
H29：△92人

-
200件
（H32）

H28：232件
H29：292件

1人
（H27）

2人
（H32）

H28：1人
H29：１人

年24件
（Ｈ26）

年30件
（Ｈ31）

H28：25件
H29：22件

年35人
（Ｈ26）

年45人
（Ｈ31）

H28：51人
H29：41人

・空き家　登録/利用申込み　の受付　・空き家見学の連絡調整/現地対応
・リフォーム等補助金申請の受付/実績の確認　　ｅｔｃ

（　総合政策　　）
由布市に住みたい事業（重点・総合）

8,749千円（市費：8,699千円）

総合計画　重点戦略プラン　46～47頁

【主な取組】
空き家バンクでの契約成立数：17件（41
人）
地域別居住者：挾間19・庄内19・湯布院３
仲介手数料補助金：17件・リフォーム補助
金：11件該当

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　総合政策　　）
UIJターン推進事業（重点・総合）

2,874千円（市費：1,794千円）
【主な取組】
①県外での移住相談会の実施：10回（福
岡県・東京都）　②移住体験ツアーの実
施：３回
【市主催】10月：6名　3月：10名【県主催】11
月：12名　③移住者交流会を実施

移住促進に向けた、市内の魅力発信と併せた取り組
み
⇒庄内神楽体験を移住体験に盛り込み

総合政策課

地域振興課

地域の活動を促進するために、移住者が積極的参
加するよう呼び掛け。空き家情報の提供呼びかけ
（市報）
移住相談会等において、子育て世代の方には「由布
市での子育て環境」をPR⇒子ども医療費で県外から
の移住者を把握（47人）

移住体験ツアー等で、就農・起業等の制度説明や体
験を通じて市内の「しごと」をPR

指標名 対象事業名

人口動態における社会
動態の推移数※毎年度
末時点

UIJターン推進事業

空き家バンク利用登録者
数

由布市に住みたい事業

移住コンシェルジュ人数 UIJターン推進事業

空き家バンク新規登録件
数

移住・定住施策を活用し
た移住定住者数

由布市に住みたい事業

連携 

連

絡

調



1.重点事業

課
事業名
決算額

課
事業名
決算額

２．連携施策

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

- 年5回 - - -

- 年延2回 Ｈ29：3回

- 年延2回 Ｈ29：2回

-
7,000人
（H30）

Ｈ28：6,344人
Ｈ29：7,900人

庄内地域振
興課

商工観光課

（　　商工観光　　）
インバウンド受入環境整備事業（総合）

1,843千円（市費：1,843千円）

地域の魅力を再発見・共
有するイベントの開催

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

【主な取組】
増加する、訪日外国人旅行者に対する誘
客推進を実施。外国人向けパンフレットの
作成や、インバウンド商談会に参加した。

イメージ図（　庄内地域振興　）
庄内神楽伝統継承事業（総合）

13,181千円（市費：　6,591千円）
【主な取組】
※地方創生関係交付金評価調書参照
神楽継承のため、記録保存や体験事業、
更に県外（福岡県久留米市）での公演(市
の自主開催）を実施

由布市の魅力を、国内外にＰＲする活動を
通じて、1日でも多く滞在してもらうように推
進した。

総合計画　重点戦略プラン　50～51頁

指標名 対象事業名

(指定なし）

神楽イベント参加者数 庄内神楽伝統継承事業

商工観光課
総合政策課
等

国内向けの戦略的プロ
モーションの試行回数

国外向けの戦略的プロ
モーションの試行回数

インバウンド受入環境整
備事業

観光振興事業

体験 公演 保存 

由布市のPR 

担い手の確

保 



1.重点事業

課 課
事業名 事業名
決算額 決算額

2-1　その他の事業（市民の地域表現力向上）
課

事業名
決算額

2-2　連携施策

３.成果指標
直近値 目標値 実績値 担当課 関係課

-
20件

（H32）
Ｈ28：3件
Ｈ29：　件

-
延20人
（H32）

Ｈ28：30人
Ｈ29：　人

-
延100人

（H32）
Ｈ28：300人
Ｈ29：　　人

-
40人

（H32）
H28：27人
H29：32人

-
3,500人
（H32）

H28：1,373人
H29：1,686人

-
25人

（H32）
H28：16人
H29：20人

平成２９年度　重点戦略プラン　実績概要

（　農政　）
都市農村交流推進事業（重点・総合）

9,644千円（市費：6,870千円）
【主な取組】
由布市グリーンツーリズム研究会（農泊農
家）を中心として、都市と農村の交流を推
進した。中学・高校の修学旅行等の受入
のため、誘致活動や他事業との連携を
図った。

総合計画　重点戦略プラン　54～55頁

（　総合政策　）
クアオルト推進事業（総合）

1,596千円（市費：1,596千円）
【主な取組】
滞在型保養温泉地構想の再構築に向け
て、全国の自治体（日本クアオルト協議会
7市3町）と情報交換・連携について、協議
を実施
市内では、ウォーキング等を実施。

対象事業名

企画、実施したツーリズ
ムの新規メニュー数

(H28年度実績値は「観光
振興事業」で把握）

イメージ図

（　総務　　）

「庄内神楽伝統継承事業」や「移住定住事
業」と連携し、農泊・神楽体験等・移住促
進に向けて取組んだ。

観光（振興・基盤整備）事業と併せて、新
たなツーリズム（商品）開発に向けて協議
した。

企画、実施に参加した市
民の数

-

市民や企業向け講座の
受講者数

12,471千円（市費：12,471千円）
【主な取組】
ゆふいんラヂオ局で「やっぱり由布市がいい
ね！」の番組（毎月２回放送　各３０分）
を運営し、市民自らが、地域の魅力を発信する
事を行った。また市報・HP・メディア等の媒体を
通じ、市民や市外への情報発信を行った。

広報広聴事業

指標名

-

-

受入農家数（研究会員
数）

農泊及び体験者数

市内学生農泊体験者数

都市農村交流推進事業 農政課

市  

コミュニ

ティ放送活

市民 

企業 

団体 

ゆふいん

ラヂオ局

等 企業 
連絡調整 


